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Ｎｏ． コメント時期 コメント内容 今回ご説明資料の掲載箇所 

Ｓ９４ 
平成29年6月9日 
第474回審査会合 

ｍ－ａ断層およびｆ－１断層の評価に係る追加調査については，現状計画にこだわらず，効果的な結果が得
られるよう，柔軟に対応すること。また，所期の結果が得られなかった場合を想定した検討も進めること。 

本資料 p.180～182 

Ｓ１００ 
平成２９年９月８日 
第506回審査会合 

ｆ－１断層付近の扁平礫の方向に関する検討については，ｆ－１断層からある程度離れた位置及び文献事例
について，ローズダイヤグラムによる検討を行うこと。 

本資料 p.51，p.53 

Ｓ１０１ 
平成２９年９月８日 
第506回審査会合 

泊層上部層の熱水変質の年代については，事業者の調査結果や既往の研究内容を踏まえ，記載内容・エ
ビデンスの充実を図ること。 

本資料 p.106，p.178 
補足説明資料 p.81～p.85 

Ｓ１０２ 
平成２９年９月８日 
第506回審査会合 

ｆ－１断層とＦ－１０断層の形成過程に関する考察については，初期段階でのｆ－１断層の形成状況の説明を
充実させるなど，説明性向上を図ること。 

補足説明資料 p.101 

Ｓ１０３ 
平成２９年９月８日 
第506回審査会合 

ｆ－１断層とＦ－１０断層との新旧関係を確認するため，Ｔｒ－３４トレンチ底盤におけるｆ－１断層とＦ－１０断層
との会合部の拡大写真などを示すこと。 

本資料 p.68，p.69 

Ｓ１０４ 
平成２９年１０月１３日 

第519回審査会合 
Tr-36トレンチのｍ－ａ断層を覆う段丘堆積物礫の配列について，ローズダイヤグラムにより示すこと。 本資料 p.126，p.127 

Ｓ１０５ 
平成２９年１０月１３日 

第519回審査会合 
ｍ－ａ（分岐）断層を境に岩盤の硬軟に差が生じている理由について記載を充実化すること。 本資料 p.131，p.132 

Ｓ１０６ 
平成２９年１０月１３日 

第519回審査会合 
ｍ－ａ断層付近の低角度の小断層の挟在物について分析等により確認すること。 本資料 p.129 

Ｓ１０７ 
平成２９年１０月１３日 

第519回審査会合 
ｍ－ａ断層の活動性を評価するに当たり、Ｆ－８断層、Ｆ－１０断層との類似性については、類似していない
点もあることから、ｍ－ａ断層はｆ－１断層の議論と合わせて検討を行うこと。 

本資料 p.143～p.145 

Ｓ１０８ 
平成２９年１１月１７日 

現地調査 
ｆ－１断層とＦ－１０断層の会合部について，破砕部内の構造について記載を充実したうえで両断層の関係を
説明すること。 

本資料 p.66，p.67 

Ｓ１０９ 
平成２９年１１月１７日 

現地調査 
ボーリングコアにおけるＦ－８断層破砕部の性状についてデータを整理すること。 

本資料 p.81，p.145，p.146 
補足説明資料 p.90～p.97 

審査会合におけるコメント 

i 

Ｎｏ． コメント時期 コメント内容 今回ご説明資料の掲載箇所 

Ｓ１００ 
平成２９年９月８日 
第506回審査会合 

ｆ－１断層付近の扁平礫の方向に関する検討については，ｆ－１断層からある程度離れた位置及び文献事例
について，ローズダイヤグラムによる検討を行うこと。 

３章（3.4.2） 

Ｓ１０１ 
平成２９年９月８日 
第506回審査会合 

泊層上部層の熱水変質の年代については，事業者の調査結果や既往の研究内容を踏まえ，記載内容・エ
ビデンスの充実を図ること。 

補足説明資料 

Ｓ１０２ 
平成２９年９月８日 
第506回審査会合 

ｆ－１断層とＦ－１０断層の形成過程に関する考察については，初期段階でのｆ－１断層の形成状況の説明を
充実させるなど，説明性向上を図ること。 

３章（3.4.3） 

Ｓ１０３ 
平成２９年９月８日 
第506回審査会合 

ｆ－１断層とＦ－１０断層との新旧関係を確認するため，Ｔｒ－３４トレンチ底盤におけるｆ－１断層とＦ－１０断層
との会合部の拡大写真などを示すこと。 

３章（3.4.3） 

Ｓ１０４ 
平成２９年１０月１３日 

第519回審査会合 
Tr-36トレンチのｍ－ａ断層を覆う段丘堆積物礫の配列について，ローズダイヤグラムにより示すこと。 ３章（3.6.2） 

Ｓ１０５ 
平成２９年１０月１３日 

第519回審査会合 
ｍ－ａ（分岐）断層を境に岩盤の硬軟に差が生じている理由について記載を充実化すること。 ３章（3.6.2） 

Ｓ１０６ 
平成２９年１０月１３日 

第519回審査会合 
ｍ－ａ断層付近の低角度の小断層の挟在物について分析等により確認すること。 ３章（3.6.2） 

Ｓ１０７ 
平成２９年１０月１３日 

第519回審査会合 
ｍ－ａ断層とＦ－８断層，Ｆ－１０断層との類似性については，ｆ－１断層と両断層との関係も合わせて検討を
行うこと。 

３章（3.6.3） 

Ｓ１０８ 
平成２９年１０月１３日 

第519回審査会合 
Tr-36トレンチ北面の第四系に見られる火炎状構造に似た地層の乱れをクリオターベーションとしているが，
液状化の可能性がないか他のトレンチも含め調べること。 

補足説明資料 

Ｓ１０９ 
平成２９年１１月１７日 

現地調査 
ｆ－１断層とＦ－１０断層の会合部について，破砕部内の構造について記載を充実したうえで両断層の関係を
説明すること。 

次回以降説明 

Ｓ１１０ 
平成２９年１１月１７日 

現地調査 
ボーリングコアにおけるＦ－８断層破砕部の性状についてデータを整理すること。 ３章（3.6.3） 
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 評価の流れと資料構成 

新 規 iii 
第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１  p.iii 一部修正 

 ３．耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の直下の断層の活動性評価 

支持地盤まで変位及び変形が
及ぶ地すべり面に該当しない 

後期更新世以降の断層活動はない 

将来活動する可能性のある断層等に該当しない 

震源として考慮する 

活断層に該当しない 

リニアメント 

変動地形  

地下深部への 

連続性  

・耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の直下にある断層として，ｆ－１断層，ｆ－２断層，ｍ－ａ断層を選
定し，活動性評価を行う。 

・各断層共通の評価として，地形調査結果，地下深部への連続性から震源として考慮する活断層に関する検討
結果を示す。 

・各断層について，後期更新世以降の地層の変位・変形，断層等との関係・類似性，断層破砕部の詳細性状等
の検討結果を示す。 

３.１ 断層の選定と概要 （ｆ－１断層，ｆ－２断層，ｍ－ａ断層） 

３.３ 震源として考慮する活断層に関する評価 （地下深部への連続性） 

３.２ 原子炉施設設置位置の地形 

 ２．支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面が 

                        ないことの確認 

 １．敷地の地形，地質・地質構造と敷地の断層 

１.１ 敷地の地形 

敷地の地形，地質・地質構造を説明し，敷地の断層を抽出，分類する。 

１.３ 敷地の断層 

１.２ 敷地の地質・地質構造 

敷地の断層が，支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面に該当
しないことを確認する。 

 

                       ３.４ ｆ－１断層の活動性評価 

                       ３.５ ｆ－２断層の活動性評価 

                       ３.６ ｍ－ａ断層の活動性評価 

断層破砕部の 

詳細性状  

分布・連続性 

断層等との関係  

岩盤及び第四系の変位・変形と 
断層との関係 

（後期更新世以降の地層の変位・変形）   

耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の直下にある断層の活動性評価 



 

 敷地～敷地周辺の断層の抽出・評価フロー 

断層の性状，形成時期等に関する検討 

カテゴリーⅠ：変位量，破砕幅が小さく，連続性がない断層 

カテゴリーⅡ：他の断層より形成時期が相対的に古い断層 

f-l，小断層 

F-1，F-2，F-3，F-4， F-8， 
F-9，F-10，ｆ-a 

カテゴリーⅢ：形成時期が相対的に新しく，地質構造を規制 
         している断層 

総合評価 

直下にない 

F-1，F-2，F-3，F-4，
F-5，F-6，F-7，F-8，
F-9，F-10，f-a～f-g，
f-j～f-p，m-b，m-c， 
ｆ‐3，小断層 

ｍ－ａ ｆ－１ 

第３条※に関する検討 

直下にある 

f-1，f-2，m-a 

耐震重要施設及び常設重大事故等
対処施設の直下にある断層 

活動性評価の検討対象とする断層の整理 

断層の活動性評価 

支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面がないことの確認 

第４条※に関する検討 

地質調査 
（地表踏査，ボーリング調査，試掘坑調査，トレンチ調査） 

• 敷地内の断層の有無，性状，位置・分布・連続性
の確認 

• 断層破砕部の性状の確認 

地球物理学的調査 

（反射法地震探査） 

• 地下深部の地震発生層から地表付近まで破壊し
ている断層の有無 

各種調査項目 

変動地形学的調査 
（空中写真判読等の変動地形学的調査） 

• 新しい時代の活動を示唆するリニアメント，変動地
形の有無 

• 地すべり地形の有無 

F-5，F-6，F-7 
f-b～f-g， f-j～f-k，  
f-m～f-p，m-b， 
m-c，f-3 

Ｆ－３，Ｆ－４，Ｆ－９ Ｆ－８，Ｆ－１０ 一切山東方断層（Ｆ－１，ｆ－ａ）， 
Ｆ－２，老部川右岸の断層 

• 熱水変質に関連した
破砕部構造 

• 地質構造との関連 
• 第四系の変状   等 

※ 実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則 

ｆ－２ 

震源として考慮する活断層に該当しないことの確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敷地の断層 
・主要な断層            ・その他の断層 
・原子炉施設設置位置の断層  ・小断層 

敷地近傍の断層 

 

・小田野沢西方の 
        ﾘﾆｱﾒﾝﾄ 

（30km範囲） 
【陸域】 
・下北断層 
・横浜断層 
・出戸西方断層 
・御宿山東方断層 
・御宿山北方断層 
・恐山東山麓のﾘﾆｱﾒﾝﾄ 
・月山東方断層 
・一里小屋付近のﾘﾆｱﾒﾝﾄ 
・石持東方のﾘﾆｱﾒﾝﾄ 
・豊栄平のﾘﾆｱﾒﾝﾄ 
・二又付近のﾘﾆｱﾒﾝﾄ 
・鷹架沼南岸のﾘﾆｱﾒﾝﾄ 
・金津山付近のﾘﾆｱﾒﾝﾄ 
・六ヶ所村老部川上流付近のﾘﾆｱﾒﾝﾄ 
・目名東方の文献による推定活断層 
 
【海域】 
・敷地東方沖断層 
・大陸棚外縁断層 

敷地周辺の断層 

（陸域・海域） 

 

（30km以遠） 
【陸域】 
・野辺地断層 
・上原子断層 
・七戸西方断層 
・折爪断層 
・根岸西方断層 
・青森湾西岸断層帯 
・津軽山地西縁断層帯 
・函館平野西縁断層帯 
 
【海域】 
・恵山沖断層 

後期更新世以降の活動性を考慮 
 ・横浜断層        ・出戸西方断層 
 ・上原子～七戸西方断層  ・折爪断層 
 ・根岸西方断層  ・青森湾西岸断層帯 
 ・津軽山地西縁断層帯 
 ・函館平野西縁断層帯 
 ・敷地東方沖断層     ・恵山沖断層 

検
討 
終
了 

 ○ 地下深部の地質構造（地震発生層から地表付近までの破壊） 
 ○ リニアメント，変動地形 
 ○ 地質構造，分布・連続性，断層等との関係  
 ○ 後期更新世以降（約12～13万年前以降）の地形，地層の変位・変形 
 ○ 断層破砕部の性状（固結・岩石化，微細構造 等） 

※ 一切山東方断層を代表的な断層として評価 

文献調査により 
敷地への影響が
大きな断層を抽出 

（敷地近傍～敷地周辺の断層） 
 文献調査，変動地形学的調査，   
 地質調査，海上音波探査 等 

       今回説明範囲 

Ⅲ－W：敷地西側の半地溝状を構成する東傾斜の断層   Ｆ－１（ｆ－ａ），Ｆ－２ 
Ⅲ－C：敷地中央～南部の地溝状を構成する断層      Ｆ－３，Ｆ－４，Ｆ－９ 
Ⅲ－N：敷地北部の地溝状を構成する断層          Ｆ－８，Ｆ－１０ 

 ・一切山東方断層 
 ・老部川右岸の断層 

第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１  p.iｖ 一部修正 

 ○ 第四系の変状と断層による変位・変形 

iv 

類似性 

震源として考慮する活断層に該当しないことの確認 
地震活動に伴って永久変位が生じる断層に該当しないことの確認 
 

  ○ 地下深部への連続性（地震発生層から地表付近までの破壊） 
  ○ リニアメント，変動地形 
  ○ 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係（後期更新世以降の地層

の変位・変形）  
  ○ 分布・連続性，断層等との関係 
  ○ 断層破砕部の性状（固結・岩石化，微細構造 等） 
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１.１ 敷地の地形 
１.２ 敷地の地質・地質構造 
１.３ 敷地の断層 

１．敷地の地形，地質・地質構造と敷地の断層 



2 

敷地造成前のDEM地形図 

敷地造成後のDEM地形図 

空中写真（平成５年撮影）から作成 

航空レーザー測量（平成19年）によるＤＥＭから作成 

敷地近傍の地形図 

 敷地は，海岸線に沿って南北方向に分布する標高約10m～約40mの台地に
位置している。 

 敷地の西部～南部には原地形が残存している。 
 敷地西側は，開析が進行した丘陵よりなる。 

１.１ 敷地の地形 

 敷地及び敷地近傍の地形 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p2 再掲 

コメントNo.S52 
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 敷地の段丘は，段丘面の形態，高度，分布状況及び連続性，開析度，堆積物の層相，火山灰層との層位関係等について，敷地周辺陸域の段丘面との
検討を行い，高位より，Ｍ１面，Ｍ１’面，Ｍ２面及びＬ１面に区分される。 

 Ｍ１面については若干の高度差によって，Ｍ１
+面及びＭ１面に，Ｍ２面についてはＭ２面及びＭ２’面に細分される。 

 敷地北部には，小老部川が東流して太平洋に注いでおり，この小老部川に沿って幅約60m〜約100mの低地が分布する。 
 空中写真判読，航空レーザー測量による２mDEMデータによる詳細地形判読等の再調査を行った結果，断層の活動を示唆するリニアメント，変動地形の

可能性のある地形及び地すべり地形は認められなかった。 
 

２．1 敷地の地形と第四系 

 2.1.1 敷地の地形【敷地の地形面区分】 

敷地の地形面区分図 

小
老
部
川

 

１.１ 敷地の地形 

 敷地及び敷地近傍の地形【敷地の地形面区分】 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p3 再掲 
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段丘堆積物を被覆する陸成堆積物には，洞爺火山灰層（約11.5万年前〜約11.2
万年前），阿蘇４火山灰層（約９万年前〜約8.5万年前），十和田レッド軽石層（約
８万年前）及び十和田ビスケット１火山灰層（約3.2万年前）等が確認されている。 

洞爺火山灰層は，Ｍ１面段丘堆積物及びＭ１’面段丘堆積物を被覆し，Ｍ２面段丘
堆積物に被覆される。 

阿蘇４火山灰層は，Ｍ２面段丘堆積物を被覆し，Ｌ１面段丘堆積物に被覆される。 
十和田レッド軽石層は，Ｌ１面段丘堆積物を被覆する。 

 敷地の段丘堆積物と火山灰層の層位関係図 

２．1 敷地の地形と第四系 

 2.1.2 敷地の第四系【敷地の段丘堆積物と火山灰層の層位関係】 

１.１ 敷地の地形 

 敷地及び敷地近傍の地形【敷地の段丘堆積物と火山灰層の層位関係】 

地 層 名 堆 積 年 代 
酸素同位体 
ステージ 

地 層 の 分 布 

十和田レッド 
軽石層 

８万年前 5a後期 粘土あるいはローム層中に分布。 

L１面段丘堆積物 ８万年前頃 5a 
海側のM２面段丘堆積物を被覆する
粘土層，ローム層中に分布。 

阿蘇４火山灰層 ９～8.5万年前 5b 陸成粘土層中に局所的に分布。 

M２面段丘堆積物 10万年前頃 5c 
M１面の海岸側に分布。M１’を被覆し
て分布。 

洞爺火山灰層 
11.5～ 

11.2万年前 
5d 

M１，M１’を覆う粘土，有機質土あるい
はローム層中に分布。海側ではM２面
堆積期に削剥されて分布しない箇所
あり。 

M１’面段丘堆積物 

12～13万年前頃 5e 
山側に広く分布。海側ではM２面堆積
期に削剥されて分布しない箇所あり
。 

M１面段丘堆積物 

 ※テフラ名は町田ほか（2003）による 

新 規 
第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p4 再掲 
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敷地の段丘は，概ね山側（西側）より海側（東側）に向かって，Ｍ１面，Ｍ１’面，Ｍ２面及びＬ１面が分布する。Ｍ１面については若干の高度差によって，Ｍ１
+面

及びＭ１面に，Ｍ２面についてはＭ２面及びＭ２’面に細分される。 
Ｍ１面は高度25m～40m付近，Ｍ１’面は高度20m付近，Ｍ２面は高度15m～20m付近，Ｌ１面は高度10m付近に分布する。 

敷地の第四系模式断面図 

敷地の地形面区分図 

２．1 敷地の地形と第四系 

 2.1.1 敷地の地形【敷地の段丘面の分布】 

Ｗ← 

→Ｅ 

M１ａ～Ｍ１ｃ層 

（縦:横=10:1） 

１.１ 敷地の地形 

 敷地及び敷地近傍の地形【敷地の段丘面の分布】 

新 規 

a 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p5 再掲 

F2扇状地堆積物・陸成堆積物 
        （Aso-4含む） 

F1扇状地堆積物・陸成堆積物 

F3扇状地堆積物・陸成堆積物・ローム 
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３．１ 第四系の変状の特徴 

 3.1.5 第四系の変状の形成時期【まとめ】 

１.１ 敷地の地形 

 敷地及び敷地近傍の地形【敷地の段丘面の分布】 

新 規 

 敷地の段丘面分布・高度は，標準的な海水準変動と比較しても矛盾はない。 

・陸
成
堆
積
物 

・陸
成
堆
積
物 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p6 再掲 

F1扇状地 
堆積物・ 

陸成堆積物 
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 敷地の表層には，新第三系を不整合に覆って上部更新統～完新統が分布する。 

 敷地の上部更新統は，段丘堆積物，扇状地堆積物・陸成堆積物等に区分される。 
 段丘堆積物は，分布及び層相より，Ｍ１面段丘堆積物, Ｍ１’面段丘堆積物，Ｍ２面段丘堆積物及びＬ１面段丘堆積物に細区分され，未固結～半固結の

砂礫，細粒～中粒砂等よりなる。 
 Ｍ１面段丘堆積物, Ｍ１’面段丘堆積物，Ｍ２面段丘堆積物及びＬ１面段丘堆積物は，未固結の灰白色を呈する層厚約0.5m～約２mの粘土～シルト腐植

質粘土，礫及び砂よりなる陸成堆積物，並びに橙褐色～黄褐色を呈する層厚約１m～約２mの粘土質火山灰及び火山灰質砂よりなるローム層に被覆
される。 

敷地の地質図 

敷地の第四系の地質層序表 

１.１ 敷地の地形 

 敷地の第四系 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p7 再掲 
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 余 白  
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１．敷地の地形，地質・地質構造と敷地の断層 

１.１ 敷地の地形 
１.２ 敷地の地質・地質構造 
１.３ 敷地の断層 



10 １.２ 敷地の地質・地質構造 

 敷地の地質層序と地質構造 

敷地の新第三系の地質構造図 

敷地の新第三系の地質層序表 

※蒲野沢層e部層から，珪藻化石分析結果から，Denticulopsis lautaが産出している。 

 敷地の新第三系は，下位より，新第三系中新統の猿ヶ森層，泊層及び蒲野沢層で構成され，泊層には安山岩が貫入する。 

 泊層上部層分布域に，地塁状をなして泊層下部層が分布し，半地溝状～地溝状をなして蒲野沢層が分布する。 

 猿ヶ森層は，敷地においては地表付近には分布しない。 

 敷地の主要な断層は，これらの地質分布を規制する正断層である。 

※ 

岩種境界 

e部層 砂岩 

d部層 礫岩・砂岩 

c部層 砂岩 

b部層 泥岩 

a部層 礫岩・砂岩 

安山岩岩脈 

火山砕屑岩 

安山岩溶岩 

火山砕屑岩 

安山岩溶岩 

敷地境界 

地層境界 
（蒲野沢層と泊層上部層の不整合） 

地層境界 

主要断層 
その他の断層（破線は推定断層） 

地質断面図位置 

（断層線のケバは落ちの方向，矢印は面の傾斜方向） 

蒲野沢層 

泊層 

上部層 

泊層 

下部層 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p10 再掲 

第四系 
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 敷地の新第三系は，泊層上部層分布域に地塁状をなして泊層下部層が分布し，半地溝状〜地溝状をなして蒲野沢層が分布する。これらの境界をなす主要な断層として，
Ｆ−１断層〜Ｆ−１０断層が認められる。 

 主要な断層は，主にNNE-SSW〜NE-SW走向で比較的連続性が認められる変位量の大きな高角度の正断層である。 

敷地の地質断面図（東西方向） 

１.２ 敷地の地質・地質構造 

 敷地の地質構造（東西方向の地質断面） 

1’ 

2’ 

3’ 

5’ 6’ 4’ 

7’ 

1 2 

3 5 6 4 

7 

    原子炉建屋設置位置 
 

 

 

 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p11 再掲 
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 敷地の新第三系は，泊層上部層分布域に地塁状をなして泊層下部層が分布し，半地溝状〜地溝状をなして蒲野沢層が分布する。これらの境界をなす主要な断層として，
Ｆ−１断層〜Ｆ−１０断層が認められる。 

 主要な断層は，主にNNE-SSW〜NE-SW走向で比較的連続性が認められる変位量の大きな高角度の正断層である。 

原子炉建屋設置位置（投影） 

敷地の地質断面図（南北方向） 

１.２ 敷地の地質・地質構造 

 敷地の地質構造（南北方向の地質断面） 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅰ’ 

Ⅱ’ 

Ⅲ’ 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p12 再掲 
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地質水平断面図範囲 

原子炉施設設置位置の地質水平断面図（T.P.約-16m） 

地質鉛直断面図（Y－Y’断面） 

地質鉛直断面図（X－X’断面） 

Ｘ Ｘ’ 

Ｙ
 

Ｙ
’ 

ｆ－３ 

ｆ－２ 

１.２ 敷地の地質・地質構造 

 原子炉施設設置位置の地質構造 

 原子炉施設設置位置の新第三系は，中新統の猿ヶ森層，泊層及び蒲野沢層からなる。 
 原子炉建屋設置位置付近の新第三系にｆ－１断層～ｆ－３断層，沿岸にｍ－ａ断層～ｍ－ｃ断層が分布する。 

ｆ－１ ｆ－２ 
ｆ－３ 

ｍ－ａ ｍ－ｂ 

第四系 

火山礫凝灰岩 

砂 岩 

泥 岩 

凝灰角礫岩 

凝灰岩 

安山岩溶岩 

凝灰角礫岩 

火山礫凝灰岩 

安山岩溶岩 

泥 岩 

砂岩・礫岩 

安山岩岩脈 

ｃ部層 

ｂ部層 

泊 層 
上部層 

泊 層 
下部層 

蒲野沢層 

泊 層 

猿ヶ森層 

岩種区分 

岩種境界 

不整合境界 

変質鉱物脈 

断 層 

炉心ボーリング 

ボーリング位置 

試掘坑 敷高T.P.-16m 

砂岩（c～e部層） 

泥岩（b部層） 

礫岩（a部層） 

凝灰角礫岩 

火山礫凝灰岩 

凝灰岩 

安山岩溶岩 

凝灰角礫岩 

安山岩溶岩 

蒲野沢層 

泊 層 
上部層 

泊 層 
下部層 

岩種境界 

不整合境界 

確認断層 
(ケバは落ちの方向，矢印は面の傾斜方向) 

変質鉱物脈 

断面図位置 

炉心ボーリング位置 

ボーリング位置 
(昭和49年度～平成8年度実施) 

ボーリング位置 
(平成22年度以降実施) 

試掘坑 

補足調査坑 

原子炉建屋設置位置 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p13 再掲 
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１．敷地の地形，地質・地質構造と敷地の断層 

１.１ 敷地の地形 
１.２ 敷地の地質・地質構造 
１.３ 敷地の断層 



16 １.３ 敷地の断層 

 敷地の断層と断層の区分 

地質構造図 

１．主要な断層 

断層名 走  向 傾  斜 
最大破砕幅

(cm) 
見かけ鉛直変位量

(m) 
移動の 
センス 

Ｆ－１ Ｎ17゜～40゜Ｅ 60゜～85゜ＳＥ 150 140 正 
Ｆ－２ Ｎ26゜～46゜Ｅ 58゜～60゜ＳＥ 20 40 正 
Ｆ－３ Ｎ3゜Ｗ～53゜Ｅ 64゜～80゜Ｅ 55 170以上 正 
Ｆ－４ Ｎ28゜～62゜Ｅ 65゜ＳＥ～83゜ＮＷ 250 60 正 
Ｆ－５ Ｎ14゜Ｗ～2゜Ｅ 63゜～78゜Ｗ 40 270以上 正 
Ｆ－６ （Ｎ84゜Ｗ） （80゜Ｎ～90゜） [7] 200 正 
Ｆ－７ Ｎ14゜～35゜Ｅ 75゜ＳＥ 25 160以上 正 
Ｆ－８ Ｎ18゜Ｗ～68゜Ｅ 67゜ＳＥ～90゜ 75 200  正 
Ｆ－９ Ｎ6゜Ｗ～32゜Ｅ 50゜～87゜ＮＷ 210 180以上 正 
Ｆ－１０ Ｎ36゜～75゜Ｅ 55゜～71゜ＮＷ 35 110以上 正 

 敷地の断層は，以下の４つに区分される。 
 １．主要な断層  

変位量，破砕幅が比較的大きな断層としてＦ－１断層～Ｆ－１０断層が確認されている。
敷地の主要な断層は，地塁状，半地溝状～地溝状の地質構造を規制する高角度の  
正断層である。 

 ２．その他の断層 

概ね同一地層中に発達し，比較的連続性に乏しく，変位量，破砕幅の比較的小さな断
層としてｆ－ａ断層～ｆ－ｇ断層，ｆ－ｊ断層～ｆ－ｐ断層が確認されている。これらの断層は，
主要な断層に会合するか，あるいは切られていると考えられ，新第三系の分布を大きく
規制していない。 

 ３．原子炉施設設置位置の断層  

原子炉建屋設置位置付近に，試掘坑等で確認された断層としてｆ－１断層～ｆ－３断層，
沿岸にｍ－ａ断層～ｍ－ｃ断層が確認されている。ｆ－１断層，ｆ－２断層は連続性に乏し
く，変位量も小規模である。 

 ４．小断層  

変位量，破砕幅が極めて小さく，走向方向，深度方向ともに連続性に乏しい断層であり，
敷地の地質構造を規制していないことから，敷地の地質構造図には表示していない。 

断層名 走  向 傾  斜 
最大破砕幅

(cm) 
見かけ鉛直変位量

(m) 
移動の 
センス 

ｆ－ａ N2゜W～42゜E 60゜～80゜SE 30 40  正 

ｆ－ｂ N57゜～62゜E 60゜～75゜SE 20  30  正 

ｆ－ｃ N3゜W～3゜E 70゜～80゜E 25  20  正 

ｆ－ｄ N22゜～40゜E 76゜～83゜NW 13  30 正 

ｆ－ｅ N43゜W～10゜E 50゜～78゜NE 15  50  正 

ｆ－ｆ [N16゜～36゜E] [70゜～75゜SE] ［25］  30  正 

ｆ－ｇ N27゜～34゜E 80゜～83゜SE 20  60  正 

ｆ－ｊ N8゜～42゜E 44゜～51゜NW 5  60  正 

ｆ－ｋ N9゜～38゜E 62゜～77゜E 23 10  正 

ｆ－ℓ N2゜W～18゜E 30゜～43゜E 15  －  （逆） 

ｆ－ｍ ［N35゜～66゜W］ ［65゜～80゜N］ [7]  60  正 

ｆ－ｎ N26゜E 48゜NW 30 20 正 

ｆ－ｏ N16゜E 30゜E 0.1  20  逆 

ｆ－ｐ N45゜E 85゜SE 25  30  正 

３．１ 原子炉施設設置位置の断層（原子炉建屋設置位置付近の断層） 

断層名 走  向 傾  斜 
最大破砕幅

(cm) 
見かけ鉛直変位量

(m) 
移動の
センス 

ｆ－１ N70゜W 45゜N 20  0.8 逆 

ｆ－２ N35゜W 27゜NE 6  0.2 逆 

ｆ－３ N28゜E 38゜NW 30  45  逆 

３．２ 原子炉施設設置位置の断層（沿岸の断層） 

断層名 走  向 傾  斜 
最大破砕幅

(cm) 
見かけ鉛直変位量

(m) 
移動の
センス 

ｍ－ａ N21゜W～39゜E 65゜～88゜E ［50］ 85 正 

ｍ－ｂ ［N45゜W］ ［80゜NE］ ［46］ 60 正 

ｍ－ｃ ［N55゜W］ ［60゜NE］ ［30］ 10 正 

２．その他の断層 

（ ） 推定 ［ ］ ボーリングデータ   

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p16 一部修正 



17 

（　）推定

［　］ボーリングデータ

（　）推定

［　］ボーリングデータ

（　）推定

［　］ボーリングデータ
（敷地内） （　）は推定

Ｎ17゜～40゜Ｅ 60゜～85゜ＳＥ 150 140 340※1 正 敷地西側の半地溝状をなす東傾斜の正断層 ・北方はH-6～H-8断層に連続し，南方は一切山東方断層となる ○

Ｎ26゜～46゜Ｅ 58゜～60゜ＳＥ 20 40 690※1 正 敷地西側の半地溝状をなす東傾斜の正断層 ・北方はH-5断層に連続し，敷地南方で消滅 ○

Ｎ3゜Ｗ～53゜Ｅ 64゜～80゜Ｅ 55 ≧170 3100※1 正 敷地中央～南部の地溝状をなす正断層 ・F-4断層と会合，F-5断層を切る，F-9断層に切られる F-9 ○

Ｎ28゜～62゜Ｅ 65゜ＳＥ～83゜ＮＷ 250 60 820 正 敷地中央～南部の地溝状をなす正断層 ・F-3断層，F-8断層と会合，F-5断層，F-7断層，F-9断層を切る ○

Ｎ14゜Ｗ～2゜Ｅ 63゜～78゜Ｗ 40 ≧270 660 正 地塁状構造を形成する断層 ・F-6断層を切る，F-3断層，F-4断層に切られる F-3，F-4

（Ｎ84゜Ｗ） （80゜Ｎ～90゜） ［7］ 200 290 正 地塁状構造を形成する断層 ・F-5断層，F-7断層に切られる F-5，F-7

Ｎ14゜～35゜Ｅ 75゜ＳＥ 25 ≧160 530 正 地塁状構造を形成する断層 ・F-6断層を切る，F-4断層，F-8断層に切られる F-4，F-8

Ｎ18゜Ｗ～68゜Ｅ 67゜ＳＥ～90゜ 75 200 740※1 正 敷地北部の地溝状をなす正断層 ・F-4断層と会合，F-7断層，F-10断層を切る ○

Ｎ6゜Ｗ～32゜Ｅ 50゜～87゜ＮＷ 210 ≧180 2290※1 正 敷地中央～南部の地溝状をなす正断層 ・F-3断層を切る，F-4断層に切られる F-4 ○

Ｎ36゜～75゜Ｅ 55゜～71゜ＮＷ 35 ≧110 680※1 正 敷地北部の地溝状をなす正断層 ・f-1断層を切る，F-8断層に切られる F-8 ○

Ｎ2゜Ｗ～42゜Ｅ 60゜～80゜ＳＥ 30 40 300※1 正 敷地西側の半地溝状をなす東傾斜の正断層 ・北方はH-9断層に連続し，南方はF-1断層に会合，一切山東方断層となる ○

Ｎ57゜～62゜Ｅ 60゜～75゜ＳＥ 20 30 400※1 正 北方はH-6断層（分岐）に連続し，南方はF-1断層に会合する ・F-1断層と会合

Ｎ3゜Ｗ～3゜Ｅ 70゜～80゜Ｅ 25 20 1000 正 F-2断層に切られ，南方は消滅する ・F-2断層に切られる F-2

Ｎ22゜～40゜Ｅ 76゜～83゜ＮＷ 13 30 400 正 － ・F-2断層に切られる F-2

Ｎ43゜Ｗ～10゜E 50゜～78゜NＥ 15 50 800 正 － ・F-2断層，F-3断層に切られる F-2，F-3

［Ｎ16゜～36゜Ｅ］ ［70゜～75゜ＳＥ］ ［25］ 30 500 正 － ・F-4断層，F-7断層，F-8断層に切られる F-4，F-7，F-8

Ｎ27゜～34゜Ｅ 80゜～83゜ＳＥ 20 60 200 正 － ・F-4断層，F-7断層に切られる F-4，F-7

Ｎ8゜～42゜Ｅ 44゜～51゜ＮＷ 5 60 1200 正 北端･南端ともにF-9断層に会合する ・F-9断層と会合

Ｎ9゜～38°Ｅ 62゜～77゜Ｅ 23 10 1100※1 正 － ・F-9断層に切られる F-9

Ｎ2゜Ｗ～18゜Ｅ 30゜～43゜Ｅ 15 - ≦500 （逆） 変位量がなく，走向・深度方向とも連続しない ・孤立した断層

［Ｎ35゜～66゜W］ ［65゜～80゜N］ ［7］ 60 310 正 － ・F-10断層，m-a断層に切られる F-10，m-a

Ｎ26゜Ｅ 48゜ＮＷ 30 20 200 正 延長が短く，北端･南端ともにF-5断層に会合する ・F-5断層と会合

Ｎ16゜Ｅ 30゜Ｅ 0.1 20 100※1 逆 － ・f-k断層に切られる f-k

Ｎ45゜Ｅ 85゜ＳＥ 25 30 100 正 － ・F-4断層に切られる F-4

Ｎ70゜Ｗ 45゜Ｎ 20 0.8 380 逆 － ・F-10断層，m-a断層に切られる F-10，m-a ○

Ｎ35゜Ｗ 27゜ＮＥ 6 0.2 120 逆 延長が短く，深度方向にも連続しない ・高角度の変質鉱物脈に切られる
高角度の
変質鉱物脈

○

Ｎ28゜Ｅ 38゜ＮＷ 30 45 230 逆 － ・F-4断層，F-9断層，F-10断層に切られる F-4，F-9，F-10

Ｎ21゜W～39゜Ｅ 65゜～88゜Ｅ ［50］ 85 1500 正 東傾斜の正断層 ・f-1断層，m-b断層，m-c断層を切る ○

［Ｎ45゜Ｗ］ ［80゜ＮＥ］ ［46］ 60 ≧270 正 － ・m-a断層に切られる m-a

［Ｎ55゜Ｗ］ ［60゜ＮＥ］ ［30］ 10 ≧220 正 － ・m-a断層に切られる m-a

※1:敷地外に連続 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※2:実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※3:○は個別評価の検討対象とする断層

小断層 変位量，破砕幅が小さく，連続性がない断層

ｍ－b

ｍ－c

ｆ－３

ｍ－a

ｆ－１

ｆ－２

f-o

f-p

f-m

f-n

f-k

f-l

f-g

f-j

f-e

f-f

f-c

f-d

Ｆ－８

Ｆ－９

Ｆ－１０

f-a

f-b

Ｆ－６

Ｆ－７

Ｆ－１

Ｆ－２

Ｆ－３

Ｆ－４

Ｆ－５

重要な安全機能を
有する施設の直

下にある断層※3

（第３条への対応）

震源として考慮す
る活断層に該当し
ないことを確認す

る断層※3

（第４条への対応）

走向 傾斜
最大破砕幅

(cm) 見かけの
鉛直変位量

(ｍ)

延長
(ｍ)

移動のセンス

　断層名

断層性状 基準※2との対応

断層の特徴 他の断層等との相互関係
相対的に

新しい断層等

１.３ 敷地の断層 

 敷地の断層の性状一覧 

新 規 
第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 
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東京電力 東北電力 

敷地の断層の新旧関係 

  ｍ-ａ  

１.３ 敷地の断層 

 敷地の断層の新旧関係 

 敷地の新第三系中の主要な断層と多くのその他の断層は正断層であり，これらは，切り・切られあるいは分岐・会合の関係にあることから，大局的にはほぼ同時期に形成された
と考えられるものの，詳細には相互の新旧関係が検討できる。 

 形成時期が相対的に新しい断層は，地質構造を規制するような規模，連続性を有する断層であり，原子炉施設設置位置においては，Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層等が該当する 。 

新 規 
第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p18 再掲 
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２．支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面が 

ないことの確認 
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Ｎｏ． 文 献 名 出 典 
敷地周辺に 

地すべり地形の記載 

１ 
東北の地すべり・地すべり地形  
－分布図と技術者のための活用マニュアル－ 

日本地すべり学会東北支部 
（1992） 

無 

２ 
青森県の地すべり防止区域指定地 
（所管別） 

斜面防災対策技術協会 
（2005） 

無 

３ 
防災科学技術研究所研究資料 第329号 
5万分の1 地すべり地形分布図  第42集 「野辺
地・八戸」図集 

防災科学技術研究所 
（2009） 

有 

○ 

東通原子力 

発電所 

敷地周辺の地すべり地形に関する文献 

日本地すべり学会東北支部（1992） 

東北地方地すべり地形分布図に一部加筆 
斜面防災対策技術協会(2005） 

青森県の地すべり防止区域指定地（所管別）に一部加筆 

斜面防災対策技術協会(2005）青森県の地すべり防止区域指定地
（所管別）を編集，加筆 

地すべり，地すべり地形 

※敷地周辺に地すべり，
地すべり地形は示され
ていない。 

東通原子力発電所 

※黒色部は地すべり，地すべり地形 

10km 

２. 支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面がないことの確認 

 敷地周辺の地すべり地形に関する文献 

 敷地周辺の地すべり地形について，右表の３編の文献を比較検討した。 

 日本地すべり学会東北支部（1992）によれば，東北地方の地すべり地形は脊梁山地及びこの西側に集中して分布し，東側には地すべり地形が少ないとされている。敷地の位置
する下北半島東側には地すべり地形は判読されていない。 

 斜面防災対策技術協会(2005）によれば，敷地周辺には，地すべり防止区域に指定される地域は存在しない。 

新 規 
第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２  p20 再掲 
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敷地近傍の地すべり地形分布図（敷地追記） 
防災科学技術研究所(2009）地すべり地形分布図 

第42集「野辺地・八戸」（清水文健・井口隆・大八木規夫著）を編集，加筆 

敷地近傍の空中写真判読図 

 防災科学技術研究所(2009）によれば，敷地内には地すべり地形は判読されていない。敷地の西側丘陵斜面には地すべり地形が判読されているが，一部は，地すべり移動体か
どうか判定できないものも含まれている。 

 なお，地すべり学会東北支部（1992） と同一判読者が著者に入っていることから，より新しい防災科学技術研究所(2009）を用いて検討を行う。 

２. 支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面がないことの確認 

 防災科学技術研究所（2009）による敷地周辺の地すべり地形 

防災科学技術研究所ホームページ 地すべり地形分布図より引用 

新 規 

新鮮なまたは開折されていない冠頂をもつ滑落崖 

部分的に開折されてる冠頂をもつ滑落崖 

冠頂が著しく開折された滑落崖 

冠頂が丸味をおびて不明瞭になった滑落崖 

開折されて無くなってしまった冠頂・滑落崖の推定復元位置 

共通の冠頂をもち，互いに反対方向を向く滑落崖 

中・緩斜の流れ盤すべり面が地表に露出し，滑落崖にあたる急崖を 
呈しない斜面，冠頂は屋根の反対側斜面とすべり面との交線である。 

後方崖，多重稜線等 

後方に滑落崖があり，移動体の輪郭が明瞭ないし判定可能 

後方に滑落崖は明瞭であるが，移動体の輪郭の判定が困難 

滑落崖はほとんど開折されてしまったが，過去の移動体の 
一部（不安定土塊）が残存している 

ほかの移動体や堆積物におおわれた部分 

斜面体の移動の初期状態，基岩から分離していないとしても 
不安定域・移動域と推定される範囲 

斜面移動体かどうか判定できない山体・小丘 

脚部線・削剥域下限 

移動体の小尾根 

幅の広い溝状凹地， 
亀裂 
幅の狭い溝状凹地， 
亀裂 

サブユニットの境界， 
内部（二次）移動体輪郭 

すべり 

クリープ（匍行） 

流れ・押出し 

落石など 

前方への傾動または傾動を伴う移動とその方向 

元の斜面傾斜と逆方向へ傾動した斜面の傾斜方向 

遷急線 

活断層（地すべりを変位させている顕著な断層） 

地層面等および節理・断裂の走向・傾斜 

雁行亀裂 

線状窪地・小谷底線， 
→は谷の出口または谷底の傾斜方向 

池 

水のない窪地 

膨陸地の前線 

二次・小滑落外，崖線の 
解析程度に応じて輪郭構造の 
場合と同様に表す 

輪郭構造 
 滑落崖と側方崖 

移動体の輪郭・境界 

内部構造 

移動方向等 
 移動体の主移動方向 

その他 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 
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22 ２. 支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面がないことの確認 

 防災科学技術研究所（2009）による敷地周辺の地すべり地形 

防災科学技術研究所(2009）地すべり地形分布図を編集，加筆 

敷地近傍地質図（鳥瞰図） 上図：原図，下図：地すべり地形追記 

東通原子力発電所 

敷地近傍の地すべり地形分布図 

（敷地近傍地質図追記） 

東通原子力発電所 

 地すべり地形分布図による頭部滑落崖は，[新編]日本の活断層（1991）の一切山東方断層等の南北系の断層付近に位置し，地すべり移動体は断層東側の蒲野沢層分布域に
示されている。 

 敷地近傍の地表地質調査では，地すべり地形判読箇所に地すべりによる移動土塊や移動によって乱された地層は確認されていない。 

新 規 

新鮮なまたは開折されていない冠頂をもつ滑落崖 

部分的に開折されてる冠頂をもつ滑落崖 

冠頂が著しく開折された滑落崖 

冠頂が丸味をおびて不明瞭になった滑落崖 

開折されて無くなってしまった冠頂・滑落崖の推定復元位置 

共通の冠頂をもち，互いに反対方向を向く滑落崖 

中・緩斜の流れ盤すべり面が地表に露出し，滑落崖にあたる急崖を 
呈しない斜面，冠頂は屋根の反対側斜面とすべり面との交線である。 

後方崖，多重稜線等 

後方に滑落崖があり，移動体の輪郭が明瞭ないし判定可能 

後方に滑落崖は明瞭であるが，移動体の輪郭の判定が困難 

滑落崖はほとんど開折されてしまったが，過去の移動体の 
一部（不安定土塊）が残存している 

ほかの移動体や堆積物におおわれた部分 

斜面体の移動の初期状態，基岩から分離していないとしても 
不安定域・移動域と推定される範囲 

斜面移動体かどうか判定できない山体・小丘 

脚部線・削剥域下限 

移動体の小尾根 

幅の広い溝状凹地， 
亀裂 
幅の狭い溝状凹地， 
亀裂 

サブユニットの境界， 
内部（二次）移動体輪郭 

すべり 

クリープ（匍行） 

流れ・押出し 

落石など 

前方への傾動または傾動を伴う移動とその方向 

元の斜面傾斜と逆方向へ傾動した斜面の傾斜方向 

遷急線 

活断層（地すべりを変位させている顕著な断層） 

地層面等および節理・断裂の走向・傾斜 

雁行亀裂 

線状窪地・小谷底線， 
→は谷の出口または谷底の傾斜方向 

池 

水のない窪地 

膨陸地の前線 

二次・小滑落外，崖線の 
解析程度に応じて輪郭構造の 
場合と同様に表す 

輪郭構造 
 滑落崖と側方崖 

移動体の輪郭・境界 

内部構造 

移動方向等 
 移動体の主移動方向 

その他 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２  p22 再掲 
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敷地近傍地質断面図 

老
部
川 

老
部
川 

防災科学技術研究所（2009）
による地すべり地形範囲 

２. 支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面がないことの確認 

 防災科学技術研究所（2009）による敷地周辺の地すべり地形 

 敷地近傍の地表地質調査では，地すべり地形判読箇所に地すべり現象は確認されておらず，地層の乱れも認められない。 

 敷地内の地質調査では，地すべり面，地すべりの可能性のある地層の乱れは確認されていない。 

   ⇒敷地近傍で指摘されている地すべり地形箇所が地すべりである可能性は低く，また，少なくとも敷地の地盤に達する地すべりは認められない。 

敷地近傍の地すべり地形分布図 

（敷地近傍地質図追記） 

小
老
部
川 

凡  例 

新 規 
第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２  p23 再掲 
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東通村老部川支流，李沢北支流（Loc.a）における地質断面図 

泊層，蒲野沢層の侵食抵抗性の比較 

模式図 

 一切山東方断層等の南北系の断層付近に判読されている地すべり地形は，主として泊層と蒲野沢層の境界（Ⓐ），蒲野沢層の泥岩と砂岩の境界（Ⓑ，Loc.a）に対応している。 

 これらの岩石の試験結果によると各種強度及びスレーキングに対する抵抗性は泊層，蒲野沢層泥岩，蒲野沢層砂岩の順で小さくなる。 
  ⇒判読された地形は，蒲野沢層と泊層，または泥岩と砂岩の侵食抵抗の違いを反映した組織地形であると考えられる。 

２. 支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面がないことの確認 

 防災科学技術研究所（2009）による敷地周辺の地すべり地形 

敷地近傍の地すべり地形分布図 

（敷地近傍地質図追記） 

新 規 

新鮮なまたは開折されていない冠頂をもつ滑落崖 

部分的に開折されてる冠頂をもつ滑落崖 

冠頂が著しく開折された滑落崖 

冠頂が丸味をおびて不明瞭になった滑落崖 

開折されて無くなってしまった冠頂・滑落崖の推定復元位置 

共通の冠頂をもち，互いに反対方向を向く滑落崖 

中・緩斜の流れ盤すべり面が地表に露出し，滑落崖にあたる急崖を 
呈しない斜面，冠頂は屋根の反対側斜面とすべり面との交線である。 

後方崖，多重稜線等 

後方に滑落崖があり，移動体の輪郭が明瞭ないし判定可能 

後方に滑落崖は明瞭であるが，移動体の輪郭の判定が困難 

滑落崖はほとんど開折されてしまったが，過去の移動体の 
一部（不安定土塊）が残存している 

ほかの移動体や堆積物におおわれた部分 

斜面体の移動の初期状態，基岩から分離していないとしても 
不安定域・移動域と推定される範囲 

斜面移動体かどうか判定できない山体・小丘 

脚部線・削剥域下限 

移動体の小尾根 

幅の広い溝状凹地， 
亀裂 
幅の狭い溝状凹地， 
亀裂 

サブユニットの境界， 
内部（二次）移動体輪郭 

すべり 

クリープ（匍行） 

流れ・押出し 

落石など 

前方への傾動または傾動を伴う移動とその方向 

元の斜面傾斜と逆方向へ傾動した斜面の傾斜方向 

遷急線 

活断層（地すべりを変位させている顕著な断層） 

地層面等および節理・断裂の走向・傾斜 

雁行亀裂 

線状窪地・小谷底線， 
→は谷の出口または谷底の傾斜方向 

池 

水のない窪地 

膨陸地の前線 

二次・小滑落外，崖線の 
解析程度に応じて輪郭構造の 
場合と同様に表す 

輪郭構造 
 滑落崖と側方崖 

移動体の輪郭・境界 

内部構造 

移動方向等 
 移動体の主移動方向 

その他 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２  p24 再掲 
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空中写真判読 

•敷地及び敷地近傍には地すべり地形は認められない。 

 

文献調査 

•敷地内には地すべり地形は判読されていない。敷地の西側丘陵斜面に地すべり地形が判読されている。 

 

地質調査 

•文献で指摘されている地すべり地形判読箇所には，地すべりによる移動土塊や乱された地層は確認されない。また，地すべり地形は，泊層と蒲野沢
層の境界または蒲野沢層の泥岩と砂岩の境界に対応している。 

•敷地には，地すべり面及び地すべりの可能性のある地層の乱れは確認されない。 

確認事項 
  地すべり地形がないことの確認 
  支持地盤まで達する地すべり面がないことの確認 

• 敷地の断層は，支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面に該当しない。 

• 敷地近傍で指摘されている地すべり地形箇所は，岩盤の侵食抵抗の違いを反映した組織地形であると考えられる。 

２. 支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面がないことの確認 

 まとめ 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２  p25 再掲 新 規 
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 余 白  
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３.１ 断層の選定と概要 
３.２ 原子炉施設設置位置の地形 
３.３ 震源として考慮する活断層に関する評価 
３.４ ｆ－１断層の活動性評価 
３.５ ｆ－２断層の活動性評価 
３.６ ｍ－ａ断層の活動性評価  

３．耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の 

直下の断層の活動性評価 
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F
-
6
 

ｆ-ｆ 

ｆ-ｆ ｆ-p 

f-g 
F-4 

F-9 

排気筒連絡ダクト 

排気筒 

常設代替交流電源設備 

緊急時対策建屋 

取水口 

取水路 

補機冷却海水系取水路 

海水熱交換器建屋 

海水熱交換器建屋連絡ダクト 

タービン建屋 

原子炉建屋 

原子炉格納容器圧力逃がし装置 

耐震重要施設及び常設重大事故等
対処施設の直下については基礎基
盤レベル，それ以外についてはT.P.
約-16mにおける断層の分布 

岩盤上面における
断層の分布 

淡水貯水槽 

凡  例 

：耐震重要施設※１及び 
  常設重大事故等対処施設※２ 

※１ 設置許可基準規則第３条の対象となる耐震重要施設（間接支持
構造物を含む） 

※２ 設置許可基準規則３８条の対象となる常設耐震重要重大事故防

止設備又は常設重大事故緩和設備が設置される重大事故等対
処施設（特定重大事故等対処施設を除く） 

：上記以外の断層 

：耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設※

の直下にある断層 

：常設重大事故等対処施設 

３.１ 断層の選定と概要 

 耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設と断層の位置関係 

 ｆ－１断層，ｆ－２断層及びｍ－ａ断層は，耐震重要施設及び
常設重大事故等対処施設の直下にある。 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p２８ 再掲 

海水ポンプ室 



29 ３.１ 断層の選定と概要 

 ｆ－１断層，ｆ－２断層の分布，性状 

地質水平断面図（T.P.約-16m） 

地質鉛直断面図（X－X’断面） 

ｆ－１断層 

 N70゜W，45゜Nの走向・傾斜を有し，上盤・下盤ともに泊層上部層よりなる。相対的に北側が上がる
逆断層で，見かけ鉛直変位量は最大約0.8mである。 

 北西側はＦ－１０断層に切られ，これより北西に連続しない。また，南東側はｍ－ａ断層より南東側
に連続しない。深度方向はＦ－１０断層に切られ，これ以深に連続しない。 

 断層の破砕幅は約0.2cm～約20cmであり，破砕部は主としてシルト状，鱗片状を呈する。 

Ｘ Ｘ’ 

Ｙ
 

Ｙ
’ 

地質鉛直断面図（Y－Y’断面） 

ｆ－１断層，ｆ－２断層の諸元 

断層名 走向 傾斜 最大破砕幅 
(ｃｍ) 

延長 
(ｍ) 見かけ鉛直変位量 

ｆ－１ N70゜W 45゜N 20 380 北上がり，0.8ｍ 

ｆ－２ N35゜W 27゜NE ６ 120 北上がり，0.2ｍ 

凡 例 

※矢印は斜めボーリングの掘削方向を示す 

ｆ－２断層 

 N35゜W，27゜NEの走向・傾斜を有し，上盤・下盤ともに泊層上部層よりなる。相対的に北側が上がる 

  逆断層で，見かけ鉛直変位量は最大約0.2mである。 

 北西側は原子炉建屋設置位置内で消滅し，南東側延長部は原子炉建屋設置位置の外側約70mの地点で消滅する。深度方向はT.P.約-45mより深部には連続しない。走向方向，深度
方向ともに連続性のない孤立した断層である。 

 断層の破砕幅は約0.1cm～約６cmであり，破砕部は主として粘土状を呈する。 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p２９ 再掲 



30 ３.１ 断層の選定と概要 

 ｍ－ａ断層の分布，性状 

H27B-ma-1 

H27B-ma-2’ 

H27B-ma-3 H27B-ma-4 

H27B-ma-5 

H27B-ma-6 

H27B-ma-7 

H27B-ma-8 

H27B-ma-9 

H27B-ma-s1 

H27B-ma-s2 
H27B-ma-s3 

H27B-ma-s4 
H27B-ma-s6 

H28B-F10-3 

H28B-F10-4 
H28B-F10-5 

    ｍ－ａ 断層を確認したボーリング孔 

    ｍ－ａ 断層を確認していないボーリング孔  

ｍ－ａ断層の分布（地質構造図） 

原子炉施設設置位置の地質鉛直断面図（Y-Y’断面） 

O3-6 

O3-6 

S2-28 

W ← → E 

Y
’ 

Y
 

H25B-ma2 

ｍ－ａ 

※赤矢印は斜めボーリングの範囲 

Ge 

Gd 

Ge 

Gb 

Ga 

D 

Tu-tb 

Tu-an 

TL-tb 

TL-an 

新 規 

O3-11 

 NNE-SSW走向を示し，泊層と蒲野沢層の境界をなす東傾斜の高角度の正断層であり，見かけ鉛直
変位量は最大約85mである。 

 北側は敷地北部で消滅し，南側は敷地中部で消滅すると考えられる。 断層名 走向 傾斜 最大破砕幅 
(ｃｍ) 

延長 
(km) 見かけ鉛直変位量 

ｍ－ａ N21゜W～39゜E 65゜～88゜E ［50］ 約1.5 東落ち，約85ｍ 

ｍ－ａ断層の諸元 

※ [ ]はボーリングのデータ 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p３０ 一部修正 

H27B-ma-s5 
H25B-k4 
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①セピオライト化 

①セピオライト化 
   ↓（珪化作用） 
②石英（玉髄）脈 

熱水が 
断層に沿って上昇 

中新世に，セピオライト化に関与した熱水が断層に沿って
上昇した後，石英脈を形成した熱水が上昇した。 
熱水の程度，成分等により非固結の部分もある。 

新第三系の断裂系と熱水変質の関係を示す 
模式断面図 

 

F 主要な断層 
ｆ  小断層 
L 低角度変質鉱物脈 
Tu 泊層 
Ga 蒲野沢層 

非セピオライト化破砕部：非固結
（スメクタイトが多い。部分的にセ
ピオライト化する箇所もある） 

固結したセピオライト化破砕部：
固結（部分的に石英脈が貫く） 

① 固結・岩石化した箇所がある 
 

 「熱水変質作用」，「続成作用」により，破砕部が固結・岩石化している箇所が認められる。 
 同一の断層で，非固結な部分も認められるが，固結・岩石化した破砕部の存在は，固結・岩石化して以降の断層活動がないことを示す。 

③ 石英（玉髄）脈が充填，横断している箇所がある 
 

 破砕部には，セピオライト化後の珪化作用により，石英（玉髄）で充填，破砕部を横断している箇所が認めら
れており，これは，石英（玉髄）脈の充填以降の断層活動がないことを示す。 

② セピオライトが晶出し破砕されていない（ＳＥＭ観察） 
 

 破砕部には，熱水変質により形成されたセピオライトが広く認められる。 
 ＳＥＭ観察により，破砕部に晶出したセピオライトが破砕されていないことが確認され，これは，セピオライト変質以降の断層活動がないことを示す。 
 セピオライトが破砕されていない事例は，敷地の多くの断層で確認され，固結破砕部だけでなく，非固結破砕部にも認められる。 
 セピオライトの形成年代として，約10Ｍａの年代値が得られている。青函トンネルでセピオライトの報告事例がある（Sakamoto. et al.1980）が，下北半島東部では，

セピオライト変質以降の顕著な熱水変質活動はない。 

敷地の断層の破砕部，変質鉱物脈には，変位が生じていないことを示す性状が確認されている。 

３.１ 断層の選定と概要 

 断層破砕部等の性状と活動性評価 

・セピオライト変質の時期は約10Ｍａ 

続成作用 熱水変質作用 

・非常に長期間で形成 

固結・岩石化して以降の 

断層活動はない 

セピオライト変質以降の 

断層活動はない 

少なくとも後期更新世以降の断層活動はない 

固結・岩石化 固結・岩石化 非固結 

ＳＥＭ観察 

① 固結・岩石化し
た箇所がある 

石英（玉髄）脈の充填以降の 

断層活動はない 

③ 石英（玉髄）脈が充填，横
断している箇所がある 

② セピオライトが晶出し 

破砕されていない 

破砕部等の性状と活動性評価の考え方 

新 規 
第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p３１ 再掲 
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断層破砕部，鉱物脈の性状 

固結・岩石化した 
箇所がある 

セピオライトが晶出し
破砕されていない 
（SEM観察） 

石英（玉髄）脈が 
充填，横断している

箇所がある 
年代値 

Ｆ－８断層 ○ ○ ○ 
（Ｏ2-10孔） 

約１０Ｍａ 
（ｾﾋﾟｵﾗｲﾄの形成年代） 

Ｆ－１０断層 ○ ○ － － 

ｍ－ａ断層 － ○ － － 

ｆ－１断層 － ○ － － 

高角度の変質鉱物脈 － － ○ 

（試掘坑） 

約１０Ｍａ 
（鉱物脈の形成年代） 

ｆ－２断層 － － － － 

ｍ－ａ断層 

ｆ－１断層 

Ｆ－１０断層 

Ｆ－８断層 

ｆ－２断層 

高角度の 
変質鉱物脈 

３.１ 断層の選定と概要 

 原子炉施設設置位置の断層等の新旧関係と破砕部等の性状 

【断層等の新旧関係】 

 ｆ－１断層はＦ－１０断層に切られ，Ｆ－１０断層はＦ－８断層に切られる。 

ｍ－ａ断層はｆ－１断層を切ることがボーリング調査等から推定され，ｆ－１断層とＦ－８断層，Ｆ－１０断層との新旧関
係を考慮すると，ｍ－ａ断層の形成は，Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層の形成とほぼ同時期と推定される。 

 ｆ－２断層は高角度の変質鉱物脈に切られる。 

 Ｆ－８断層のセピオライトの形成年代，高角度の変質鉱物脈の形成年代はともに約10Ｍａである。 

 ⇒⇒ 原子炉施設設置位置付近の断層は，ほぼ同時期に形成されたものであるが，相互の新旧関係は認められる。 

【断層破砕部，鉱物脈の性状】 

 Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層，ｍ－ａ断層，ｆ－１断層は，いずれもＳＥＭ観察により，破砕部にセピオライトが晶出し破砕さ
れていないことが認められ，破砕部の性状は類似している。 

 Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層では，破砕部が固結・岩石化した箇所，Ｆ－８断層，高角度の変質鉱物脈では，石英（玉髄）脈
が充填，横断した箇所も認められる。 

 ⇒⇒ 断層破砕部，鉱物脈には，熱水変質以降，変位が生じていないことを示す現象が随所で確認されている。 

 
断層の新旧関係，破砕部等の性状に基づく評価は，断層の活動性評価にあたり重要である。 

 

断層の新旧関係と破砕部等の性状 

新 規 

Ｘ Ｘ’ 

Ｙ
 

Ｙ
’ 

凡 例 

ＢはＡに切られる（Ａが新しい） 

Ａ Ｂ 

実線：確認  破線：推定   
矢印に沿う記載は確認・推定の箇所 

Ｆ－８断層 

Ｆ－１０断層 

ｆ－１断層 

ｆ－２断層 

高角度の変質鉱物脈 

ｍ－ａ断層 

Ｆ-8断層，F-10断層追跡トレンチ 

ボーリング 

Tr-34トレンチ 

試掘坑 

海水熱交換器建屋基礎基盤 

タービン建屋基礎基盤 

原子炉建屋基礎基盤 

ボーリング 

取水口掘削法面 

原子炉施設設置位置の断層の新旧関係 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p３２ 再掲 
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３.１ 断層の選定と概要 
３.２ 原子炉施設設置位置の地形 
３.３ 震源として考慮する活断層に関する評価 
３.４ ｆ－１断層の活動性評価 
３.５ ｆ－２断層の活動性評価 
３.６ ｍ－ａ断層の活動性評価 

３．耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の 

直下の断層の活動性評価 



34 ３.２ 原子炉施設設置位置の地形 

 ｆ－１断層，ｆ－２断層，ｍ－ａ断層周辺の地形 

※原地形の岩盤上面における断層の分布 

 原子炉施設設置位置及びその周辺の地形図，敷地造成前の空中写真判読による地形面区分図，断層の分布を示す。 

 原子炉施設設置位置及びその周辺の地形は，段丘面（Ｍ２’面，Ｌ１面）及び砂丘より構成される。 

 空中写真判読によると，ｆ－１断層，ｆ－２断層，ｍ－ａ断層に沿うリニアメント，高低差等の地形変化は判読されない。 

⇒ｆ－１断層，ｆ－２断層，ｍ－ａ断層付近にはリニアメント及び変動地形は認められない。 

原子炉施設設置位置及びその周辺の地形面区分図に 

断層※を重ね合わせた図 

（平成5年撮影の空中写真による） 

原子炉施設設置位置及びその周辺の地形図 

（昭和50年撮影の空中写真による） 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２  p３４ 再掲 

原子炉施設設置位置及びその周辺の地形図に 

断層※を重ね合わせた図 
m-a 



35 

３．耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の 

直下の断層の活動性評価 

３.１ 断層の選定と概要 
３.２ 原子炉施設設置位置の地形 
３.３ 震源として考慮する活断層に関する評価 
３.４ ｆ－１断層の活動性評価 
３.５ ｆ－２断層の活動性評価 
３.６ ｍ－ａ断層の活動性評価 
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尻屋層群 

貫入岩 

火山砕屑岩類 

泥岩（砂岩・礫岩含む） 

泥質砂岩優勢砂岩泥岩互層 

砂岩優勢砂岩泥岩互層 

礫岩砂岩泥岩互層 

泥岩優勢砂岩泥岩互層 

泊層下部 
（東北敷地のみ）） 

猿ヶ森層 

安山岩溶岩 

目名層 軽石質砂岩層 

泥岩層 

砂岩層 

砂質泥岩岩層・礫岩層 

蒲野沢層 

泊 層 
安山岩質溶岩層 

火山砕屑岩類 

凡  例 

新 規 

 ｍ－ａ断層が推定される反射面の不連続は，比較的連続性の良い猿ヶ森層の泥岩（Srm）以深に見られ
ないことから，少なくとも深部には連続しないものと考えられる。 

F-3断層 F-９断層 ｍ-ａ断層 

３.３ 震源として考慮する活断層に関する評価   

 ｆ－１断層，ｆ－２断層，ｍ－ａ断層の深部連続性（１） 

ｍ－ａ断層の深部連続性 
 地質調査によりｍ－ａ断層を確認している箇所を横断するH28-C4測線の
反射法地震探査結果によれば，敷地内のＦ－３断層，Ｆ－９断層が明確
に認識される一方，地質調査においてｍ－ａ断層が確認される付近では，
わずかな反射パターンの違いによりｍ－ａ断層の存在が推定されるが，
比較的連続性の良い猿ヶ森層の泥岩（Srm）以深に見られないことから，
少なくとも深部には連続しないものと考えられる。 

 
ｆ－１断層，ｆ－２断層の深部連続性 
 ｆ－１断層，ｆ－２断層の分布・連続性から，ｆ－１断層は深部でＦ－１０断層
に切られ，ｆ－２断層はT.P.約-45mより深部には連続しないことが確認さ
れた。（p.29） 

 
 
 
ｆ－１断層，ｆ－２断層，ｍ－ａ断層はいずれも地下深部に連続せず，震源と
して考慮する活断層に該当しない。 

第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p３６ 再掲 
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H28-C4 
マイグレーション深度断面（縦横比１：１） 

Ｓｒsm 

Ｓｒm 

Ｔｏ 
Ｇｍ 

Ｔｏ 

Ｔｏ Ｔｏ 

Ｓｒm 

H28-C4 
マイグレーション深度断面（縦横比１：１） 

m-a F-9 F-3 

新 規 
第５１９回審査会合（H２９.１０.１３） 

資料２ p３７ 再掲 ３.３ 震源として考慮する活断層に関する評価   

 ｆ－１断層，ｆ－２断層，ｍ－ａ断層の深部連続性（２） 
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 余 白  
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３.１ 断層の選定と概要 
３.２ 原子炉施設設置位置の地形 
３.３ 震源として考慮する活断層に関する評価 
３.４ ｆ－１断層の活動性評価 
 3.4.1 調査，評価の概要 
 3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 
 3.4.3 分布・連続性，断層等との関係 
 3.4.4 断層破砕部の詳細性状 
 3.4.5 まとめ 
３.５ f－２断層の活動性評価 
３.６ ｍ－ａ断層の活動性評価 
 

３．耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の 

直下の断層の活動性評価 



40 3.4.1 調査，評価の概要 

 ｆ－１断層に関する調査，活動性評価 

第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p３２ 一部修正 新 規 

将来活動する可能性のある断層等ではない 

 

支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面に該当しない 
（説明箇所：２.） 

 支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面に該当しないことの確認 

 震源として考慮する活断層に該当しないことの確認 
 地震活動に伴って永久変位が生じる断層に該当しないことの確認 

後期更新世以降の断層活動はない 

Ｔｒ-34トレンチ調査 

震源として考慮する 

活断層に該当しない 

トレンチ，ボーリング調査 

・F-10断層，ｍ-ａ断層に切られる 

・F-10断層はF-8断層に切られる 

分布・連続性 

断層等との関係   
地下深部への連続性   

ボーリング調査等 

深部はF-10断層に切
られ，連続しない 

（説明箇所：3.3） （説明箇所：3.4.3） 

F-8断層 

•石英（玉髄）脈が断層破
砕部を充填，横断 

•石英（玉髄）脈は高温の
熱水環境下で晶出，形
成時期は中新世 

空中写真判読 

リニアメント，変動地
形は認められない 

 ・直立した礫，礫間の粘土 

 ・岩盤上面の僅かな高まり 

 ・第四系中の小断裂 

岩盤劣化部の 

分布 

岩盤の表層部
に限られる 

岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 
（後期更新世以降の地層の変位・変形）   

リニアメント 

変動地形   

（説明箇所：3.4.2） （説明箇所：3.2） 

断層活動と関係しない 

第四系（Ｍ２面段丘堆積物）に変位・変形はない 

（説明箇所：3.4.4） 

薄片観察 

・せん断面沿いに変形組
織をもたないセピオライ
ト等が見られる 

・せん断面を横断する鉱
物脈は認められない 

 

SEM観察 

・最新面にセピオライトが
晶出し，破砕されていな
い 

・セピオライトの形成年代
は約10Ma（F-8断層，K-
Ar法） 

断層破砕部の 

詳細性状   

関連して検討を行った項目 
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 ｆ－１断層の調査として起振実験ヤード北側トレンチ調査，
Tr-34トレンチ調査，ボーリング調査等に加え，Tr-34トレン
チ法面拡幅，底盤の盤下げ等調査を実施し，ｆ－１断層とそ
の周辺の岩盤，第四系等の詳細性状を確認した。 

3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 ｆ－１断層に関するトレンチ調査等の概要 

新 規 

Tr-34トレンチ位置図 

ｆ－１断層調査の内容 

Tr-34トレンチ平面図 

Tr-34トレンチ東面 
東+1.2m面 

東+0.2m面 

盤下げ東面 

Tr-34トレンチ 
A 

A’ 

起振実験ヤード北側 東面 

底盤東ピット 

Tr-34トレンチ北西-南東方向模式断面（A-A’断面） 

Tr-34 東+1.2m面 

Tr-34 東+0.2m面（剥ぎとり調査） 

Tr-34 東面 

Tr-34 -2.5m底盤 

現地表面 

起振実験ヤード北側 東+0.2m面 

起振実験ヤード北側 東面 

底盤東ピット 底盤北ピット 

①東法面の拡幅 

Tr-34 -1.0m底盤 
②底盤の盤下げ 

 Tr-34 底盤 

底盤北ピット 

A  A’ 

調査項目 調査内容 目的 

適合性審査 
申請前の調査 

起振実験ヤード北側 詳細地質観察 
ｆ－１断層破砕部，不整合面，第四系中の
小断裂の性状等の確認 

Tr-34トレンチ 詳細地質観察 
ｆ－１断層破砕部，不整合面，第四系中の
小断裂の性状等の確認 

試料採取 露頭剥ぎとり 小断裂観察 第四系中の小断裂の性状確認 

ボーリング オールコア 
コア観察， 
各種分析 

ｆ－１断層の分布，性状確認 

適合性審査 
申請後の調査 

Tr-34トレンチ 
拡幅 

東法面を段階的に拡幅（①） 詳細地質観察 
ｆ－１断層破砕部，不整合面，第四系中の
小断裂の性状等の確認 

Tr-34トレンチ 
盤下げ・底盤 
追加掘削 

底盤を段階的に盤下げ（②） 

詳細地質観察 

ｆ－１断層の分布，ｆ－１断層破砕部性状，
岩盤劣化部の分布確認， 
ｆ－１断層とF-10断層の関係を確認 

ｆ－１断層と小断層の会合部で
追加掘削（底盤東ピット） 

ｆ－１断層と小断層の関係を確認 

ｆ－１断層とF-10断層底盤接合
部で追加掘削（底盤北ピット） 

ｆ－１断層とF-10断層の関係を確認 

試料採取 

露頭剥ぎとり 小断裂観察 第四系中の小断裂の性状確認 

ブロックサンプル 
CT，薄片，SEM観
察等 

Tr-34トレンチ法面，底盤の断層破砕部の
詳細性状の確認 

ボーリング オールコア 
コア観察， 
各種分析 

ｆ－１断層の分布，性状確認 

起振実験ヤード北側 東+1.4m面
（剥ぎとり調査） 

第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p３５ 一部修正 
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Tr-34トレンチ東+1.2m面 写真 

→SW NE← 

東+1.2m面 

NE← →SW 

ｆ－１断層 

小断層 ｆ－１断層 

小断層分岐 

底盤東ピット 
西面 

ｆ－１断層 

底盤東ピット 
東面 

盤下げ 
東面 

3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 Tr-34トレンチ法面の全体概要（Tr-34トレンチ東+1.2m面 写真） 

 ｆ－１断層，小断層は，断層を挟んだ岩盤上面の高さに大きな差異はなく，岩盤上面に変位は
ない。 

 ｆ－１断層，小断層の斜め延長上の第四系には，断裂や礫の再配列は認められない。 

 Tr-34トレンチ東面より１.2m掘削した法面では，Tr-34トレンチ東面に比べ岩盤上面の起伏が
著しく，Ｍ２面段丘堆積物中の砂層，砂礫層の分布形態は，岩盤上面の形態と調和的でなく，
岩盤上面は不整合面の形態を保持しており，第四系の形態は堆積構造と判断される。 

 小断層は２条に分岐し，上方の小断層はｆ－１断層に切られ，下方の小断層はｆ－１断層に達
せず消滅することから，テクトニックな変形による基盤のポップアップ状の隆起を生じる断層で
はない。 

 岩盤の劣化はｆ－１断層と小断層の会合部付近でとどまり，これ以深の岩盤は新鮮である。 

東+1.2m面 

盤下げ東面 

底盤東ピット東面 

東+1.2m面 

盤下げ東面 

底盤東ピット東面 

Tr-34トレンチ 

底盤東ピット 
西面 

第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p３６ 一部修正 新 規 



43 3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 Tr-34トレンチ法面の全体概要（Tr-34トレンチ東+1.2m面 スケッチ） 

ｆ－１断層 

小断層 ｆ－１断層 

小断層分岐 

NE← →SW 

東+1.2m面 

盤下げ 
東面 

底盤東ピット 
東面 

底盤東ピット 
西面 

Tr-34トレンチ東+1.2m面 スケッチ 

新 規 
第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p３７ 再掲 

【第四系】 【新第三系】 

【層相】 

【地質境界】 【第四系中の小断裂】 

【第三系中の断裂】 

：盛土・埋土 

：低地堆積物 
完新統 

：ローム層 

：F3扇状地堆積物・陸成堆積物 
上 部 
更新統 

：M2面段丘堆積物 

：凝灰角礫岩，火山礫凝灰岩 

：凝灰岩 
泊 層 
上部層 

中新統 

：巨礫 

：葉理 

：砂 

：砂礫 

：新第三系と第四系境界 

：地層境界 
：変位が認められる第四系中の小断裂 

：変位が認められない第四系中の小断裂 
：同一地層中の岩種及び層相境界 

：節理 

：断層破砕部 （周囲より軟質な部分を含む） 

凡  例 
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ｆ－１断層 

 ｆ－１断層を被覆するＭ２面段丘堆積物基底の礫層には礫の再配列等は認められない。 

 岩盤上面は起伏に富み，Ｍ２面段丘堆積物基底の不整合面の形態が保持されている。また，ｆ－１断層を挟んで岩盤上面の高さに大きな差異はない。 

3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 ①ｆ－１断層付近の岩盤上面，礫層の性状（Tr-34トレンチ東面） 

ｆ－１断層 

Tr-34トレンチ 

Tr-34トレンチ東面 

NE← →SW 

ｆ－１断層 

Tr-34トレンチ東面 

新 規 
第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p３８ 再掲 

（周囲より軟質な部分を含む） 

F3扇状地堆積物・陸成堆積物 

凡  例 
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NE← →SW 

 Tr-34トレンチ東面の拡幅前に巨礫を撤去し，ｆ－１断層直上付近の岩盤上面，巨礫撤去跡の性状を観察した。 

 ｆ－１断層付近の岩盤上面は，起伏に富む形態をなすが，段差は認められない。 

 ｆ－１断層直上の巨礫撤去跡の礫層に，礫の再配列，回転の痕跡はない。 

 ⇒ｆ－１断層付近の岩盤上面は，通常の侵食面の形態をなし，断層による変位・変形の痕跡は認められず，礫層内に変位・変形は認められない。 

3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 ①ｆ－１断層付近の岩盤上面，礫層の性状（Tr-34トレンチ東面の巨礫周辺） 

巨礫撤去前 

Tr-34トレンチ 

Tr-34トレンチ東面 

ｆ－１断層 

撤去対象巨礫 

巨礫撤去後 ｆ－１断層 

巨礫撤去跡 

ｆ－１断層直上付近の岩盤上面は，侵食面の形態
が保持され段差は認められない。 

ｆ－１断層付近の岩盤上面に変位，変形の痕跡は認められない。 

巨礫撤去跡の礫層に，礫の再配列，回転の痕跡は認めら
れない。 

ｆ－１断層 

巨礫撤去跡 

ｆ－１
断層 

Tr-34トレンチ東面 

新 規 

ｆ－１断層 

→SW NE← 

→SW NE← 

→SW NE← →SW NE← →SW NE← 

第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p３９ 再掲 



46 3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 ①ｆ－１断層付近の岩盤上面，礫層の性状（Tr-34トレンチ東+1.2m面） 

 Tr-34トレンチ東+1.2m面でのｆ－１断層付近の岩盤上面には窪みが認められる。窪みは，Tr-34トレンチ
東のその他の法面では認められない。 

 窪みは起伏に富み，ｆ－１断層のせん断面につながるような平滑な面は認められないことから，軟質な
破砕部が選択的に侵食されたことにより形成された不整合面であると判断される。 

ｆ－１断層の岩盤上面付近の写真： Tr-34トレンチ東+1.2m面 

→SW NE← 

NE← →SW 

岩盤上面 

（不整合面） 

ｆ－１断層 

Ｍ２ 

Tu-tb 

 Ｍ２面段丘堆積物の礫とｆ－
１断層破砕部の境界は起伏
が著しく，ｆ－１断層破砕部の
粘土が礫間を埋めており，せ
ん断面は認められない。 

 

ｆ－１ 

Tu-tb 

Ｍ２ 
ｆ－１とＭ２の境界 

→SW NE← 

岩盤上面 

（不整合面） 

ｆ－１断層 

ｆ－１断層分岐 

【ｆ－１断層付近の岩盤上面の 

     窪みの上側の拡大写真】 

NE← →SW 

ｆ－１断層の岩盤上面の形態： Tr-34トレンチ東+1.2m面 

ｆ－１断層の岩盤上面付近のスケッチ： Tr-34トレンチ東+1.2m面 

新 規 
第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p４０ 再掲 

（周囲より軟質な部分を含む） 

凡  例 



47 3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 ①ｆ－１断層付近の岩盤上面，礫層の性状（Tr-34トレンチ東+1.2m面（再観察）） 

 Tr-34トレンチ東+1.2m面（再観察）のｆ－１断層付近の岩盤上面の窪みには，一部に，直立した扁平礫，礫間を埋める粘土が認められており，断層直
上の礫層および粘土の状況について，トレンチ法面の掘削に応じて時系列的に整理し，断層活動との関連性について検討を行った。 

※上段の写真，スケッチ内の赤線枠が下段の写真，スケッチ範囲 

礫間の粘土 

ｆ－１断層 

ｆ－１断層 

NE← →SW 

NE← →SW 

岩盤上面（不整合面） 

礫間の粘土 

ｆ－１断層 

岩盤上面 

（不整合面） 

ｆ－１断層 

新 規 

検討項目 検討内容 対象 

断層直上の 
扁平礫の分布 

トレンチの各法面における断層直上の扁平礫の分布 Tr-34トレンチ 

断層直上以外の扁平礫の分布状況との比較 Tr-34トレンチ，Tr-20’トレンチ 

礫間の断層粘土 トレンチの各法面における礫間の断層粘土の有無 Tr-34トレンチ 

直立した礫 直立した礫 

東面 
東+0.2m面 
東+1.2m面 

追い込み0.45m 

NW← →SE 

Tr-34トレンチ東+1.2m面（再観察）に観察された礫間の粘土 

NE← →SW 

NE← →SW NE← →SW 

NE← →SW 

第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p４１ 再掲 

凡  例 

（短軸：長軸 １：２以上） 

（周囲より軟質な部分を含む） 
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Tr-34トレンチ東+0.2m面 

Tr-34トレンチ東面， Tr-34トレンチ東+0.2m面の性状 

 Tr-34トレンチ東+1.2m面のようなｆ－１断層付近の岩盤上面の窪みはなく，ｆ－１断層による変位・変形は認められない。 

 直立した扁平礫が一部に認められるものの，断層直上に限らず，扁平礫は多様な方向で堆積している。 

NE← →SW NE← →SW 

ｆ－１断層 

ｆ－１断層 

岩盤上面 

（不整合面） 

岩盤上面 

（不整合面） 

Tr-34トレンチ東面 

スケッチ範囲 

Tr-34トレンチ平面図 

Tr-34トレンチ東面模式断面図 

3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 ①ｆ－１断層付近の岩盤上面，礫層の性状（Tr-34トレンチ東面，東+0.2m面） 

東面 
東+0.2m面 
東+1.2m面 

追い込み0.45m 

NW← →SE 

Tr-34トレンチ東面 

東面 

東+0.2m面 

東+1.2m面 

NE← →SW 

NE← →SW NE← →SW 

第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p４２ 再掲 新 規 

凡  例 

（短軸：長軸 １：２以上） 

（周囲より軟質な部分を含む） 
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Tr-34トレンチ東+1.2m面，東+1.2m面追い込み0.45mの性状 

 直立した扁平礫が一部に認められるものの，断層直上に限らず，扁平礫は多様な方向で堆積している。 

 ｆ－１断層付近の岩盤上面に窪みがあるが，断層面の延長上に系統的な礫の回転は認められない。 

 

Tr-34トレンチ東+1.2m面追い込み0.45m 

ｆ－１断層 

岩盤上面 

（不整合面） 

Tr-34トレンチ東+1.2m面 

NE← →SW NE← →SW 

岩盤上面 

（不整合面） 

ｆ－１断層 

3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 ①ｆ－１断層付近の岩盤上面，礫層の性状（Tr-34トレンチ東+1.2m面，東+1.2m面追い込み0.45m） 

Tr-34トレンチ東面 

Tr-34トレンチ平面図 

Tr-34トレンチ東面模式断面図 

東面 
東+0.2m面 
東+1.2m面 

追い込み0.45m 

NW← →SE 

東面 

東+0.2m面 

東+1.2m面 

スケッチ範囲 
NE← →SW 

NE← →SW NE← →SW 

第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p４３ 再掲 新 規 

凡  例 

（短軸：長軸 １：２以上） 

（周囲より軟質な部分を含む） 
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スケッチ中の断層近傍の扁平礫の傾斜 

スケッチ中の断層近傍以外の扁平礫の傾斜 

断層近傍の扁平礫計測範囲 

3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

  ①ｆ－１断層付近の岩盤上面，礫層の性状（高角度の扁平礫の検討：Tr-34東+1.2m面（再観察）） 

第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p４４ 一部修正 新 規 

断層近傍 

断層近傍外 

断層近傍外 

 Tr-34トレンチ東+1.2m面（再観察）において，扁平礫の傾斜方向について整理した結果，扁平礫の傾斜方向は多様な方向を示し，断層の傾斜方向や一定方向に卓越するような傾向は認められな
い。 

  ⇒一部にみられる直立した礫は，断層活動による礫の回転，再配列によるものではなく，堆積作用によるものと考えられる。 

 

ｆ－１断層の傾斜方向 

Tr-34トレンチ東+1.2m面（再観察） スケッチ Tr-34トレンチ東+1.2m面（再観察） 写真 

ｆ－１断層 

NE← →SW NE← →SW 

断層近傍範囲 断層近傍外範囲 

n=96 n=31 n=65 

スケッチ全体範囲 

扁平礫傾斜方向ローズダイヤグラム 

（短軸：長軸 １：２以上） 

（周囲より軟質な部分を含む） 

凡  例 
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 Tr-34トレンチ東+1.2m法面のｆ－１断層近傍と，断層のない３箇所でM2面段丘堆積物中の扁平礫を抽出し，長軸方向の角度を測定した。 

 扁平礫は，いずれの箇所でも水平方向に近い傾斜の礫が卓越する。 

 f－１断層近傍(③）では，ｆ－１断層の傾斜方向に近い傾きの礫も認められるが，これらは断層位置に対応していない。 

⇒扁平礫は堆積時の構造を保持していると考えられ，f－１断層近傍の礫には，断層活動による回転，再配列は認められない。 

 一方で，岩盤上面の窪みの顕著な箇所（ｆ－１断層近傍(③)及び断層のない箇所（①））では，高角度に傾斜した礫の一部が窪みに認められるが，断層位置に対応せず，また断層
の有無によらず扁平礫の傾斜は概ね同様の傾向を示す。さらに巨礫の周囲に沿うなど堆積物上方にも広く分布している。 

⇒高角度に傾斜した扁平礫の多くは，窪みまたは巨礫の周囲に沿って分布しており， 

  堆積作用によるものと考えられる。 

 

扁平礫の分布及び傾斜角（Tr-34トレンチ ） 

① ② ③ 
④ 

扁平礫測定箇所 

スケッチ凡例 

3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 ①ｆ－１断層付近の岩盤上面，礫層の性状（高角度の扁平礫の検討：Tr-34東+1.2m面） 

新 規 

コメントNo.S100 

ｆ－１断層 小断層 

④ 

① ② 

③ 

NE← →SW 
NE← →SW 

NE← →SW 

NE← →SW 

扁平礫調査範囲スケッチ（上），傾斜角のローズダイヤグラム（下） 

Ｍ２ 
Ｍ２ 

Ｍ２ 

Ｍ２ 

Ｔu-tb Ｔu-tb 

Ｔu-tb 

Ｔu-tb 

ｆ－１断層の傾斜方向 

① 
④ 

② ③ 

NE← →SW 



52 
3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 ①ｆ－１断層付近の岩盤上面，礫層の性状（活断層との比較(大年寺山断層の例）） 

 小坂ほか（2014）は，仙台市市街地の工事現場で上町段丘礫層中に確認された大年寺山断層
露頭について報告している。 

 断層露頭の河岸段丘礫層中の礫は，断層活動により再配列しており，扁平礫が断層方向に配
列する。 

小坂ほか（2014）に断層線を東北電力が加筆 

第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p４６ 再掲 新 規 
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東← →西 

S壁面東側写真 

3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 ①ｆ－１断層付近の岩盤上面，礫層の性状（活断層との比較(大年寺山断層の例）） 
コメントNo.S100 

新 規 

S壁面東側スケッチ（加筆） 

西側F2断層 

東側F2断層 
F2断層上盤 

1m 

F2断層下盤 

 小坂ほか（2014）の断層露頭のスケッチを基に，断層の周囲50ｃｍを対象に扁平礫を抽出し，
長軸方向の角度を測定した。 

 断層面に沿った方向（東側F2断層）及び全体の撓曲構造を反映した方向（F2断層上盤，下盤）
の定向配列が認められる。 

  ⇒断層活動を受けた箇所の礫には定向配列が認められる。 

F2断層上盤 
西側に傾斜する扁平礫が卓越している 

n=51 

F2断層下盤 東側F2断層 

断層方向（赤矢印）の扁平礫が多い 西側に傾斜する扁平礫が卓越している 

西側F2断層 

西側に傾斜する扁平礫がやや卓越している 
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 曽根・上田（1993）は，三河地震（1945）時に発生した地表地震断層のうち，深溝断層のトレンチ調査について報告している。 

 断層露頭では，基盤岩を覆う堆積層に引きずり帯や撓曲帯を形成しており，それに伴い礫が再配列している様子が観察されている。 

3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 ①ｆ－１断層付近の岩盤上面，礫層の性状（活断層との比較(深溝断層の例）） 

第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p４７ 再掲 新 規 
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NE← 

Tr-34トレンチ平面図 

スケッチ範囲 

Tr-34トレンチ東法面 

→ＳＷ NＥ← 

①Tr-34トレンチ東面 
②Tr-34トレンチ東+0.2m面 

③’Tr-34トレンチ東+1.2m面 

（再観察） 

③Tr-34トレンチ東+1.2m面 

⑤Tr-34トレンチ東+1.2m面 

追い込み0.4m 

Tr-34トレンチ東面模式断面図 

3.4.2 岩盤及び第四系の変位・変形と断層との関係 

 ①ｆ－１断層付近の岩盤上面，礫層の性状(礫間の粘土について) 

→SW 

 Tr-34トレンチ東面，Tr-34トレンチ東+0.2m面では，ｆ－１断層付近の岩盤上面の窪みはなく，ｆ－１
断層による変位・変形は認められない。 

 各法面とも，直立した扁平礫が一部に認められるものの，断層直上に限らず，扁平礫は多様な
方向で堆積している。 

 礫間の粘土は， Tr-34ﾄﾚﾝﾁ東+1.2m面（再観察）で１ヶ所のみに認められ，上下の礫の間に断層
面と直交する方向に分布し，せん断変形を示唆するような断層破砕部の延長には認められない。 

  ⇒礫間の粘土は，少なくとも断層活動による注入ではなく， M2面段丘面堆積物堆積時，堆積後
の離水時等において，堆積物の荷重（重力的な作用）により，礫のすき間に粘土が入り込む形
で形成されたと考えられる。 

①東面 
②東+0.2m面 
③東+1.2m面 

追い込み 

NW← →SE 

④追い込み0.2m 

⑤追い込み0.4m 

Tr-34トレンチ東面，Tr-34トレンチ東+0.2m面では，ｆ－１断層付近の岩盤上面の窪みはなく，ｆ－１断
層による変位・変形は認められない。 

各法面とも，直立した扁平礫が一部に認められるものの，断層直上に限らず，扁平礫は多様な方向
で堆積している。 

礫間の粘土は， Tr-34トレンチ東+1.2m面（再観察）での１ヶ所のみに認められ，上下の礫の間に断層
面と直交する方向に分布し，断層破砕部の延長には認められない。 

  ⇒礫間の粘土は，岩盤上面に段差や断層による変位・変形の痕跡は認められないこと，Ｍ２面段丘
堆積物基底の礫層に，礫の再配列等がないこと等から，少なくとも断層活動による注入ではなく， 
M2面段丘面堆積物堆積時もしくは堆積後に局所的に形成されたと考えられる。 

NE← →SW NE← →SW 

NE← →SW NE← →SW NE← →SW 

NW← →SE 

第５０６回審査会合（H２９.９.８） 

資料２－１ p４８ 再掲 新 規 

凡  例 

（短軸：長軸 １：２以上） 

（周囲より軟質な部分を含む） 

④Tr-34トレンチ東+1.2m面 

追い込み0.2m 




